


において、

ん興味がもたれて

旬、た・ところでもあ

ります。'

一部で新品目報道

戸され、t御註知かJ

もおも(，.，;ま称、 1

透常の4倍の床面積をもっ竪穴気住居(吉身南遺跡:)ニ 'j 面飴とでして?通常!

の4倍の広さの「築会所」の性格をもっとおもわれる竪穴住震の跡記ε品検'出 1
されています。過去2度の調査において検出された集落跡と関連するもので、今 '

後の研宛の成採が期待されています。

2. 伊勢逃跡
4月 12日から

2 6日にかけての

調査で、伊勢町の

国鉄線路沿いの吹

田地から中世の井

戸跡などの遺構と

肱仕住枠他!IHIT¥堅

穴設住居の跡を検:

出しました。

遺構の検出に伴

ない、多数の土穏

も出土していま丈

この土器につきま

しては、現在整理 5角形状の堅iGt住居(伊勢遺跡fi}ヲ

作業中で、近々当センターのホールに展示されるものとおもいます。
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3.吉身南遺跡 、 t お τ支~Ët t l'v到h

1の調査地と道路を隔てた面積約10000王町長の広矢な調査地です。 4月よ

り調査を開始しまレたが、現在もなお調査中です。当地は以前練瓦工場4E主た
ふ.'
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ので、かなりの部分が、建物の基礎工事なξにまり石直浪され℃ばいますが、古

墳時代の住居の跡などの途構、それに祥出する遺物を多く検出しJています。

今回の調査により、芭身南遺跡の全容をさらに詳しくとらえられることだろ

うとおもいます。
一一 一一一一一一一一一4. 大門遺跡 ， i l d 

"""""" 7~~より 2 0 日までf 肩書事樫革ig堕ち謁査しまち王o J面倒甘500平
米の京回トγ、約 50m西方こ否竺露議主4た都市計首選路ht忌L，ます。
ムゼSZ i弘樹、止をδ佐をj実主l:l ll~説。時恕品動払おJ短慨定剥掛阪恥ます
也御物泌おぬ弘』t謹2詐Fしぷふ心、竹尚‘
正もいます9!，=芸 E L ， 正正「 e ffiけ;;ι今~
5おー赤字槌跡 ... 、-1_:;/ 
現在発掘調査中ですが、個人住宅建設に先立ち、国庫補助事業としで行な っ

ています。
。t.. ' ¥U'r!! llrâ~ ‘ ¥ξ 1 吉富

赤野弁遺跡とは、赤野弁町、 .石田町、杉江田JOi:l三町に・ま:たがるi大規模な複合

遺跡で、近年数民発掘調査されL多大な成果を治さめτぬま'9'~t' ，，~t ~ぞか主主;.lt.

決(¥この調査報告必、改号の「乙賞、Jr行ないた小金おもいます。-'o.，lip明容也容
、 ====ニ二=今後の調査予定 =Eとさ=土手=三三とれ 、J支(， rt.， :~i宅ぜ

J 夏季の調査の予定さ=して、2'泊所が具俗化lシています正王国所はが島至宝鼠呑

相西小学容を調査じますゐもう在暗所は大門遺跡で、個人住宅重量設局長量Oa.言語王室

司令Z三宮γ開始跨期は現行の2遺跡の調査の進符状視と相関事彰式三め、，主主3き苦主動'街

です。小島遺跡には弥生時代および中世の遺構が手大門滋跡に獄中世の震落跡

く〈fj事おそnτい弓戸暫佐巧詐考れよ考えらかてkみま月lo. 〆ご〈イ寸〆 L 

機会がありましたら、調査現場の方へも気軽にお越し下さい。 ~1~ s;司;，雪I

nヤn 司n 品、受1f': ，;s.: ... :τ ~l. '".'"日現在の整理作業kt:灯、:引4':":':. ~n ニ;川六ニl~割当、 J 
勺λ挙事調李ldぷ=ョ若手書主主士資務(( ~滋穏なと引の実測図:!þ造物) るそミニJ群。砲事F乙必 kイ

上げる作業を整理作業と呼んでいます。現地での調査てきぼ予き-ttwJすぎゅの司ε
('事例主fF萎12宇唱者章、λ造物を包括的低とらえ研究したりゅ まえ得か資華崎容姿

、 永j(. 号室モ~~ . 厚示宮守るペめの作業や報告容の作成の5作業な・6も行な Ií当事ずJで;<1;

日 α割安伊豆句、 実在理図 ~~ .王手面図式 tCi川積図S喝「低調百しi記図tJ:ê::'3-) ，毛さまれ乏砺

立依的に整理したり、道宝物については、洗浄やこわれないための処理を施し芸

4H回戦誠持侍れちゃた時の嚇積村復元時間制・ます。
下の図のよう号吋特需意毒草剤に図似 ( 実測図とい必主主~" Y ï抗る作業主》客三ミ.rl

jの守!主導雲12苧2悪事"(;-:... (!司， l町 、川町 / ノ 、ナ'0c)ヤ宝~r.~
現在、 下記の途跡斗望号県魚業宅当センタ「匂fすなττhR宅、主主制 ，ヨ与の古::'c
o Ji1Q型車暫34(昭和49年 10月-4月、 50年4月-51年 3月、 5

，(;t'..ム ..:.<-<ベヘ. 人八J兵て月三1 4月、 5.-3本}017. 5(~字 3月持簿登，)"/.:， 
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○・川中遺跡

○伊雲ﾀ遺跡

(･昭和56年2月～8月に調査
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縮尺きれた服部遺跡の土器実測図

;..i;弗韓零;.:翼霊．:：：率.-特別展のお知らせ：：率：:::9.:：:：：§．、、。、.‘

γ夏季特別展を8月16日惇(月払～23日（月）まで開催します｡J、

春季特別展をゴールデンウイークに合せ開催しましたところ､･約8●0人の見

学者がありました。過去5回の特別展では、展示スペーースが一階ホールだけとい

う制約の中で、パネル展示なども取り入れて、わかりやすい充実した特別展にし

.よ:うと努力してきました。回をおうごとに内容のあるものになってきたと自負し

.､毎V聖妻すが、さ･らに魅力的な特別展になるまうに、是非夏季特別展にお越しいた

’登詠麓雲篭稲]意見をお間せ下さい。

編;実後記

実際に古代に住んで迩熔ないものが言うことですし、単#なる想像なんですけれ：

雲ど､郷調査に携わってきて、香代の人々やその生活は犬変豊かなものではな光.、
ったか(ど思うようになりまと』た雲

｡、ざ．

鱈自然の中にあ.るものによって＝舎応の生活用品はもぢろん、装飾品までもつくり

．あげています芯当時の道具を使った作業ば現在にく‘らべ、非常に効率砲零寒いだろ

う&けれど、その反面生活の流れにば余裕があったのではながろうかと考えるので
一卓く
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亀も‘し単生活全体が豊かで余罰谷のあった古代を、激増する発掘調査に追碩まくら
j0，$、3.ぷJ

れ箕翻る者が調査しているとす流賦;､それは犬ぎな潅謝甥ります。、此…

調査する者が一人一人､当時のような豊かさとゆとり老巷ざそ鑑識底も
‘v::．』．．；，．．．．．。＃.，：

つと古代を、遺跡を理解できるのでばないかと思う:めです。。
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